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C-TPATへの自発的参加に関する海外製造者アグリーメント
Foreign Manufacturer Agreement to 
Voluntarily Participate in Customs-Trade

Partnership Against Terrorism(C-TPAT)
事務局注： 

正しくは米国関税庁の原文をご参照下さい。

http://www.cbp.gov/ImageCache/cgov/content/import/commericial_5fenforcement/ctpat/foreign_5fmanufacturers/manuf_5fagreement_2edoc/v1/manuf_5fagreement.doc

本アグリーメントは、　　　　　　　　，ｏｆ　　　　　　　　（以後製造者という）と米国税関・国境保護局（以後CBPという）との間で交わされるものである。

製造者とCBPとで交わされる本アグリーメントは、商業プロセスを通じて人、運送機及び貨物の輸送に対するセキュリティを改善することによって、より安全な国境環境を開発するため、両者による共同努力を強化することを意図している。CBPと製造者は、より効率的で遵法的な輸入プロセスを達成することを目的として、現状のセキュリティ努力を改善、拡大することの必要性を認識する。

製造者は、そのサプライチェーンのプロセスにおけるセキュリティ手続を強化するため、提示されたリコメンデーション／ガイドラインの枠組みに沿って、検証可能で文書化されたプログラムを開発、実施することに同意する。製造者が生産施設、配送センター、輸送業務実行者、或いはサプライチェーン・プロセスについての管理努力を実施していない場合には、製造者は、添付されたリコメンデーション／ガイドラインをこれら事業者に周知することに同意する。

特に、製造者は下記に同意する：

1. 本アグリーメントに署名しCBPに提出した後の90日以内に、海外製造者サプライチェーン・セキュリティ・プロファイル質問状に対する回答を作成し提出する。製造者の請求に応じて、同質問状回答作成のために、30日を越えない範囲で、延長が認められる。
2. 本アグリーメントに関する全ての事項に関する基本的なC-TPAT連絡窓口担当として駐在代表者を一人指定する。
3. 製造者が所有し、操作し且つ／または契約している生産、製造、貨物蔵置及び取扱い施設、コンテナヤード及び運搬機器に対するセキュリティ・システムを整備する。C-TPATの物理的及び手続セキュリティ・リコメンデーションが参考として利用されなければならない。
4. 確実に、全てのサービス・プロバイダーがC-TPATリコメンデーションの実施と遵守にコミットするようにする。セキュリティにおける弱点、または潜在的な弱点を検知するために、サービス・プロバイダーのセキュリティ・コミットメントを定期的に審査する。

5. セキュリティ及び輸送関連サービスを提供している契約会社が確実にC-TPATリコメンデーションを実施し遵守するようにする。セキュリティにおける弱点、または潜在的な弱点を検知するために、契約会社のセキュリティ・コミットメントを定期的に審査する。
6. 従業員の人物証明及びバックグラウンド・チェックは、ホスト国の法律・規則に適合する形で行なわれる。

7. 現在の正規雇用職員のリストを整備する。そのリストは、氏名、誕生日、従業員のポジションを含み、CBPからの文書による請求があった場合、当該地域の法規で許容される範囲内でCBPに提出する。
8. C-TPATの下で貴社がCBPに対して誓約したコミットメントに変更を加える可能性のあるような、企業構造、内部プロセスに重大な変更があった場合には、かかる変更のいかなるものもCBPに届けられたい。

9. 米国向け輸出貨物について提出された文書は、確実に完全で正確であるようにする。

10. 定められた範囲外で使用されないよう情報システム、文書・用紙を保護するプログラムまたは手続を整備する。

11. CBPからの請求の数と内容が不当に負担の大きいものにはならないと言う条件で、貨物及び／または出荷に関するデータ／情報を、請求に応じてCBPに提供する。CBPはかかる情報が高度な秘密性を有していることを認識しており、秘密保持のための適切な措置をとることに同意する。
12. 米国向けの荷物が積載されたコンテナあるいはトレーラーには高度にメカニカルなシールを確実に取り付けるようにする。適用可能であるならば、ISO／PSA標準17712に準拠する。
13. 貨物を積載及び輸送するのに使用されている全ての空のコンテナ及び／または空のトラックを、トラック及びトレイラ－／コンテナの内部を含め、目視で検査する。

14. 米国及び海外の両方で選択された施設についての合同セキュリティ調査にCBPとともに参加する。申請者が申告した内容に関連する諸要素のリスクアセスメントに基いて、CBPは、C―TPAT認定に先立って当該企業のセキュリティ・プロファイルの確認（Validation）を行なうオプションを保持する。

15. 請求に応じて、本アグリーメントの各項目に対する遵守を示す文書をCBPに提出する。

16. CBPが定義する、通常とは異なるプロファイルを伴った疑わしい出荷／発注についてCBPに通知する。

17. C-TPATに関わる種々の活動を実行するにあたって、政策の問題として、CBPに対する全ての従業員の完全な協力を求める。
18. 確実に、本アグリーメントに従って全ての手続が効果的に実行されよう、事前通知なしのセキュリティ・チェックを定期的に実施する。

19. セキュリティ意識涵養プログラムを開発し、従業員に提供しなければならない。

20. C-TPAT（Customs – Trade Partnership Against Terrorism）及びCSI(Container Security Initiative)の促進にあたって、実行可能な範囲で、CBP、国内及び国外のポートオーソリティ、海外税関、行政当局及びその他産業界のリーダーと協力する。

特に、CBPは下記に同意する：

1. 製造者の基本的責任とは、安全で迅速な生産と貨物に移動に在り、最大可能な範囲にわたって、法執行機関ではなく、製造者の正当な商業活動の円滑化に在ることを認識する。

2. 貨物検査及び書類審査目的のためにリスク測定を行なう際、製造者による列記されたガイドラインの実施と受け入れを考慮する。
3. 製造者の一連の申請内容を審査し、受理から60日以内にセキュリティ・プロファイル質問状で開示された情報についての所見と勧告を製造者に返信する。認定のために最初に確認（Validation）が必要と判断される場合には審査期間を延長できる権利をCBPは保持する。
4. 合同セキュリティ意識涵養プログラムを製造者と協力しあって開発し、また、内部共謀を感知すること、貨物の安全性を維持すること、許可を受けないアクセスを判断し対応することについてのガイダンスを従業員に提供しなければならない。かかるプログラムは、セキュリティ管理への従業員の積極的な参加を促すべきものである。
5. いかなる国の法、規則、管理要件に抵触するような行為はいかなるものであっても、製造者に求めない。
6. ハイリスクな港、ルート及び施設を確認できるよう、また密輸やテロリズムに対する脆弱性を評価できるよう製造者を支援する。
7. 海外及び米国の両方において選択された施設についての合同セキュリティ調査に製造者とともに参加する。

8. 本アグリーメントに関わる全ての事項について、製造者が利用している米国港におけるCBPの連絡窓口を、請求に応じて、製造者に提供する。

9. 製造者の利益に直接関係するようなプレスリリース或いは情報の公開について、製造者と調整する。本アグリーメントの持つ、合同で協力的な性質が強調されることになる。
10. セキュリティ上の脅威、その程度及びテロリズムの傾向に関する製造者C-TPAT情報。
ここに掲げられたリコメンデーション／ガイドラインは、何が製造者のサプライチェーン・セキュリティの基本的要素となるかについての、製造者とCBPの一致した理解を反映したものである。

本アグリーメントは、CBPと製造者によって共同で開発されたプランにしたがって実施される。

本アグリーメントは、製造者あるいはCBPによるレヴューを受けるものであり、製造者あるいはCBPのいずれかからの書面による通知によって改訂または停止される。

CBP規則を含む全ての現行の米国の法的要件は、海外製造者に適用され続ける。

本アグリーメントの何ものもCBP規則を含む米国法に係わるいかなる責任からも製造者を救済するものではない。
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